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私
は
、
今
年
の
四
月
か
ら
保

育
士
と
し
て
働
い
て
い
ま
す
。

専
門
学
校
に
四
年
間
通
い
、
今

年
の
春
か
ら
よ
う
や
く
憧
れ
の

職
業
に
就
い
て
、
毎
日
頑
張
っ

て
い
ま
す
。

　

「
保
育
士
の
仕
事
は
子
ど
も

を
見
て
い
れ
ば
い
い
だ
け
だ
か

ら
簡
単
」
と
思
っ
て
い
る
人
も

い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
実

際
は
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私

と
同
じ
く
保
育
士
と
し
て
働
い
て

い
る
友
達
が
、「
保
育
っ
て
、
正
解

が
な
い
感
じ
す
る
し
難
し
い
よ
ね
」

と
会
っ
た
時
に
言
っ
て
い
ま
し
た
。

私
も
そ
う
思
い
ま
す
。
一
日
の
ど

の
場
面
を
切
り
取
っ
て
も
全
く
同

じ
日
は
な
い
で
す
し
、
一
人
ひ
と

り
の
子
ど
も
や
状
況
に
よ
っ
て
対

応
を
変
え
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
簡

単
ど
こ
ろ
か
難
し
い
仕
事
で
す
。

　

そ
の
難
し
さ
に
心
が
折
れ
そ
う

に
な
っ
た
り
、
自
分
の
ふ
が
い
な

さ
に
嫌
気
が
さ
し
た
り
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
が
、子
ど
も
が
成
長
す

る
た
め
の
重
要
な
時
間
を
預
か
っ

て
い
る
、
と
い
う
こ
と
を
頭
の
片

隅
に
置
い
て
、こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

金 子 直 也 さん

（新　保）

子
ど
も
の
た
め
に

　

小
須
戸
コ
ミ
協
主
催
で
、
中
学

校
と
近
隣
関
係
自
治
会
参
加
に
よ

る
、
避
難
所
開
設
・
運
営
合
同
訓

練
が
７
月
15
日

（土）
、
小
須
戸
中
学

校
を
会
場
に
３
５
０
名
が
参
加
し

て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

訓
練
は
、「
午
前
９
時
20
分
新
潟

沖
を
震
源
と
す
る
震
度
６
強
の
地

震
が
発
生
」
し
た
と
の
想
定
で
始

ま
り
ま
し
た
。

　

訓
練
内
容
は
、
ま
ず
地
域
住
民

が
避
難
し
て
く
る
前
に
、
中
学
生

が
８
班
（
避
難
所
設
営
・
受
付
・

誘
導
班
、
ア
ル
フ
ァ
米
作
り
班
、 

Ａ
Ｅ
Ｄ
訓
練
班
、
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ

ド
作
り
班
、
簡
易
担
架
体
験
班
、

段
ボ
ー
ル
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
班
、

新
聞
紙
で
ス
リ
ッ
パ
作
り
班
、
初

期
消
火
訓
練
班
）
に
分
か
れ
、
コ

ミ
協
、
消
防
団
、
出
張
所
の
皆
さ

ん
か
ら
訓
練
指
導
を
受
け
ま
し
た
。

　

10
時
過
ぎ
、
近
隣
関
係
自
治
会

の
皆
さ
ん
が
避
難
所
に
集
ま
っ
て

き
ま
し
た
。
中
学
生
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
ふ
る
さ
と
未
来
創
造
堂
の
指
導

を
受
け
な
が
ら
、
被
災
者
の
気
持

ち
に
寄
り
添
っ
た
避
難
所
の
レ
イ

ア
ウ
ト
や
案
内
板
を
考
え
誘
導
等

を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

  

そ
の
後
、
地
域
住
民
の
方
が
訓

練
体
験
の
た
め
各
体
験
コ
ー
ナ
ー

を
巡
り
、
中
学
生
か
ら
「
し
ん
ぶ

ん
し
ス
リ
ッ
パ
」
作
り
な
ど
を
優

し
く
指
導
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

　

全
体
会
で
は
、
訓
練
内
容
の
検

証
と
講
評
と
し
て
、
ふ
る
さ
と
未

来
創
造
堂
の
方
か
ら
ス
ラ
イ
ド
を

使
っ
て
、
昨
年
の
熊
本
地
震
の
教

訓
か
ら
い
か
に
避
難
所
運
営
が
大

切
か
を
学
び
、
中
学
生
か
ら
は
各

学
年
を
代
表
し
て
３
名
か
ら
感
想

が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
炊
き
出
し
で
作
っ
た

ア
ル
フ
ァ
米
（
五
目
ご
は
ん
）
を

参
加
者
全
員
に
配
布
し
て
訓
練
は

終
了
し
ま
し
た
。
災
害
は
い
つ
ど

こ
で
起
き
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

万
が
一
の
場
合
に
備
え
被
害
を
出

さ
な
い
、
ま
た
、
最
小
限
に
留
め

る
た
め
、
一
人
ひ
と
り
が
災
害
に

対
す
る
意
識
を
高
め
ま
し
ょ
う
。

「
高
齢
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
」

結 

果 

報 

告

  

７
月
２
日

（日）
、
小
須
戸
小

学
校
体
育
館
で
、
小
須
戸
高

齢
者
ク
ラ
ブ
協
議
会
主
催
の

第
42
回
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

優　

勝　

横
水
チ
ー
ム

　

（
横
川
浜
・
小
向
・
水
田
）

準
優
勝　

鎌
天
チ
ー
ム

　

（
鎌
倉
・
天
ケ
沢
）

三　

位　

矢
代
田
チ
ー
ム

四　

位　

新
保
チ
ー
ム

五　

位　

小
須
戸
チ
ー
ム

一
人
ひ
と
り
が
自
分
の
頭
で
考
え
、

　
　
　
　
　
　
　

話
し
合
い
、行
動
を
！

小
須
戸
地
域
避
難
所
開
設
・
運
営
合
同
訓
練
を
実
施





　小須戸まちづくりセンターに初めて七夕

かざりがお目見えしました。折紙サークル

の皆さんの協力を得て、小須戸小２年生全

員の願い事を書いた短冊を６月23日から１

階ロビーに飾りました。

　さらに、７月10日までの期間中、多くの

小学生が訪れ、思い思いの願い事を短冊に

書いて飾っていました。その数は約100枚に

も及びました。

　短冊の一部を紹介します。

　「柔道オリンピック金メダリストになり

たい」「かぞくみんなでうちゅうにいけま

すように」「ちきゅうからわるい人がいな

くなってください」

　みんなの願い事がかないますように。

 ９月22日（金）

「護摩堂山の史実と伝承」
～戦国時代の山城としての護摩堂山と
　江戸時代の書物などに見える護摩堂山～

やまじろ

いにしえをたどる

 ９月29日（金）

「山沿いの道 旧三国街道を偲ぶ」
～江戸時代の絵図、石造物、明治の地図
　などから山の手の道を偲ぶ～

10月６日（金）

「古を辿る 山の手めぐり」
～護摩堂山の旧跡、旧三国街道の探訪～

おすすめ Point ！ 今年のテーマは 「山」

　地域学講座３年目の今年は、いよいよ「山（山の手）」

をテーマに行います。

　小須戸にも馴染み深い護摩堂山や旧三国街道を

石造物や旅日記、絵図などをもとにたどっていきます。

　もちろんいつもの講師陣と一緒に！

　さあ、大人気の講座『護摩堂山と山の手旧街道 編』が

始まります。（　－　）　
＜ ＜

講　　　師：木村 宗文 さん
　　　　　　青木 達男 さん

時　　　間：午前９時３０分～１１時３０分

会　　　場：小須戸まちづくりセンター

対　　　象：成人（先着２０名）

参　加　費：無料

募 集 期 間：８月１６日（水）～９月８日（金）

申し込み先：小須戸地区公民館　☎０２５０－２５－５７１５

（元小須戸町史編纂委員）

（元小須戸町役場職員）

七夕かざり～願いを込めて～

　７月９日（日）、長岡市で行われた第６回

新潟県柔道整復師会県下少年柔道形競技会

で小須戸柔道スポーツ少年団の長沢咲嬉さ

んと土屋希心さんのペア（小須戸小６年）が

見事優勝し３連覇を達成しました。

　長沢・土屋ペアは10月８日（日）東京都の

講道館で行われる「文部科学大臣杯争奪第

７回日整全国少年形競技会」に出場します。

　これからも稽古に励み、全国大会優勝め

ざして、さらなる飛躍をお祈りします。

柔道形県大会３連覇！
      全国大会出場へ

かた

かた

かた

さ　き

のぞ み
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文　

芸　

欄

湧
き
あ
が
る
雲
に
コ
ー
ラ
ス
植
樹
祭　
　
　

中

野

太

浪

甘
酒
を
飲
み
つ
つ
最
上
川
下
り　
　
　
　
　

吉

澤

文

子

殿
様
の
休
み
所
や
花
菖
蒲　
　
　
　
　
　
　

熊
倉
ひ
ろ
む

山
肌
の
あ
ら
は
に
蝉
の
時
雨
か
な　
　
　
　

佐
久
間
久
子

父
の
日
に
元
気
か
と
言
ふ
天
の
声　
　
　
　

上
田
ス
ミ
イ

笹
団
子
送
り
て
姉
妹
つ
つ
が
な
し　
　
　
　

本

多

玲

子　
　
　
　
　

在
り
し
日
の
弟
の
文
さ
く
ら
ん
ぼ　
　
　
　

風

間

幸

子

雨
乞
ひ
の
空
を
見
上
げ
て
茄
子
植
う
る　
　

馬

場

綾

子

深
き
色
無
駄
な
し
と
い
ふ
茄
子
の
花　
　
　

間

野

え

り

茄
子
の
花
か
ぞ
へ
て
実
る
そ
の
日
待
つ　
　

丸

山

紀

子

煮
て
焼
ひ
て
揚
げ
る
漬
か
る
も
茄
子
の
味　

吉

田

松

子

手
に
触
れ
る
刺
の
豊
か
な
胡
瓜
買
ふ　
　
　

渡

辺

信

子

　
　
　
　頬

伝
う
涙
演
技
の
ひ
と
し
ず
く　
　

  　
　

会

田　

修

点
滴
を
吊
る
す
ナ
ー
ス
の
神
秘
的　
　
　
　

保

科

志

枝

た
ま
し
い
の
滴
り
枯
れ
る
ま
で
奉
仕　
　

  

能
登
と
し
お

雨
上
が
り
ダ
イ
ヤ
に
見
え
る
葉
の
し
ず
く　

増

井

都

留

フ
ラ
ダ
ン
ス
メ
イ
ク
で
へ
ん
し
ん
あ
な
た
だ
れ
？　

石

田

沙

弥

青
春
に
戻
っ
て
み
た
い
再
起
動　
　
　
　
　

風
間
源
一
郎

い
に
し
え
の
古
道
歩
け
ば
木
洩
れ
日
の

　

地
蔵
の
お
顔
安
ら
か
な
り
て　
　
　

    

玲　
　
　

泉

護
摩
堂
山
の
風
紫
に
匂
い
ゆ
く

　

あ
じ
さ
い
見
渡
し
花
と
た
た
ず
む　
　
　

吉
田
ま
つ
え

額
よ
り
汗
し
た
た
ら
せ
鯨
汁

　

飲
む
男
等
の
昼
餉
た
く
ま
し  　
　
　

吉
高

橋

キ

ヨ

〈しずく〉〈自由吟〉
川  柳短　歌 俳　　　　　句

わ
ひ
た
い

く
じ
ら
じ
る

お
と
こ
ら

ひ
る

げ

あ
ま

だ

む

ご

な

す

う

と
げ

し
た
た

き
ゅ
う
り

ご

ま

ど

う

も　

が
み 

が
わ

し

ま
い

せ
み

し
ぐ
れ

は
な
し
ょ
う
ぶ
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文　

芸　

欄

　
　

題
材
は
自
由
（
お
一
人
一
句
ま
た
は
一
首
）。住
所
、氏
名
（
ペ
ン
ネ
ー

　

ム
可
）、電
話
番
号
を
明
記
し
、
８
月
25
日（
金
）ま
で
に
小
須
戸
地
区
公

　

民
館
へ
。
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俳
句
・
川
柳
・
短
歌
募
集

俳
句
・
川
柳
・
短
歌
募
集

俳
句
・
川
柳
・
短
歌
募
集



  小須戸コミ協では、昨年10月にコミ協設

立10年を迎え、これからのコミ協を考える

にあたり、地域の皆さまのご意見をお聞き

して今後のコミ協活動に活かしていきたい

と考えています。

  アンケートは９月15日頃に自治会を通し

て小須戸小学校区内の全世帯へ１世帯１枚

配布いたします。ご家族でご相談の上、アンケートに回答して返信用封筒

に入れてポストへ投函してください。

小
須
戸
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

山
の
手
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

「小須戸コミュニティ協議会 全世帯
アンケート」を９月に実施します

　7月20日（木）の地域の茶の間は、ふれあい会館を飛び出し、グループホー

ムふれあいの杜で開催、施設を利用されている方々との交流を楽しみまし

た。地域の茶の間会員36名が 2班に分かれ、施設利用者の肩を揉んだり、

車いすを点検して磨いたり、屋外のくもの巣取りや玄関のガラス拭きなど

を実施、会員の“お互いさまの精神”が発揮されました。また、会員が感

情たっぷりに読んだ紙芝居は大好評！自然とみんなが笑顔になり、会話も

弾み、お互いに“元気を与え、元気をもらう”楽しい時間を過ごすことが

できました。

初めての試み！移動「地域の茶の間
『いこてば、こいてば、ふれあい会館』

IN グループホームふれあいの杜」

８月24日（木）19：00 ～ 20：30
この日は休館日ですが、夜間だけ
１階ロビーのみ開館します。
・水ヨーヨーつり
・プニョプニョ玉すくい
・光るおもちゃ　　他

まちづくりセンターミニ縁日

小須戸地区図書室新刊案内
【一般書】
・神々が見える神社100選

 （芸術新潮編集部）

・おじさん仏教（小池龍之介）

・〈ひざの痛み〉変形性膝関節症を治す

 コツがわかる本（竹川広三 /監修）

・震度７の生存率（中西宏之）

・２週間、小麦をやめてみませんか？

 （フォーブス弥生）

・60代からのおしゃれに作って着回す

 大人服 （ブティック社）

・斉藤謠子の私のキルト（斉藤謠子）

・マニキュアフラワー &UVレジンアク

 セサリー （hina 工作室）

・初女さんのお漬け物（佐藤初）

・ミニマリストの部屋作り（おふみ）

・蝮の孫（天野純希）

・四月になれば彼女は（川村元気）

・世界から猫が消えたなら（川村元気）

・ふたり天下（北沢秋）

・よるのばけもの（住野よる）

　６月28日（水）、小須戸まちづくりセンターで消防訓練

が実施されました。

　訓練には、まちづくりセンターの職員と出張所・公民

館職員も参加し、初期消火や避難誘導の点検、確認を行

いました。

　訓練終了後、秋葉消防署小須戸出張所職員を講師に救

命講習を行いました。講習の中では、「意識がなく呼吸が

停止している状態では、とにかく救急車が到着するまで

の時間（平均８分）、心臓マッサージ（胸骨圧迫）を行っ

                          てください」との説明を受

                          け、受講生は一生懸命、心

　　　　　　　　　　　　　臓マッサージ（胸骨圧迫）

　　　　　　　　　　　　　の練習を繰り返していまし

　　　　　　　　　　　　　た。最後に、 ＡＥＤの操作

　　　　　　　　　　　　　方法を確認して「救命入門

　　　　　　　　　　　　　コース」を終了しました。

　

７
月
５
日

（水）
、
小
須
戸
ま
ち
づ

く
り
セ
ン
タ
ー
に
於
い
て
「
郷
土

の
歴
史
や
文
化
を
語
る
会
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
小
須
戸
地
区
公
民
館
に

保
管
さ
れ
て
あ
っ
た
『
町
の
う
ご

き
昭
和
25
年
度
』
の
ス
ラ
イ
ド
を

見
な
が
ら
昔
を
偲
び
ま
し
た
。

　

ス
ラ
イ
ド
は
町
制
施
行
60
周
年

と
い
う
節
目
の
年
（
昭
和
25
年
）

の
様
子
で
、
商
工
祭
や
商
店
街
、

青
年
体
育
大
会
、
祭
り
、
文
化
祭
、

町
民
運
動
会
な
ど
１
５
０
枚
が
映

し
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、

　

「
あ
の
建
物
は
ど
こ
だ
？
」

　

「
う
ち
の
じ
い
ち
ゃ
ん
だ
！
」

　

な
ど
と
声
が
上
が
り
、
大
い
に

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
こ
う
し
た
ス
ラ
イ
ド
を

敬
老
会
や
市
民
展
で
上
映
す
る
予

定
で
す
。
他
に
も
貴
重
な
写
真
が

た
く
さ
ん
保
管
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
「
あ
な
ろ
ぐ
会
」
の
皆
さ
ん
よ

り
デ
ジ
タ
ル
化
し
て
い
た
だ
き
、

語
る
会
を
開
催
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
古
い
写
真
を
お
持
ち
で
、

デ
ジ
タ
ル
化
保
存
に
ご
協
力
を
い

た
だ
け
る
方
は
、
公
民
館
ま
で
ご

連
絡
願
い
ま
す
。

ス
ラ
イ
ド
で
昔
を
偲
ぶ

小須戸まちづくりセンターで

消防訓練実施

◆

◆

◆

◆

定　　員：１２人（先着順）

参 加 費 :１,５００円

　　　　（陶芸500円＋そば打ち1,000円）

募集期間：８月１６日（水）

　　　　　～９月１３日（水）　

申込み先：小須戸地区公民館

　　　　　０２５０－２５－５７１５


